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談話室

　
す
で
に
万
葉
集
は
難
し
い
古
典
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
理
解
す
る
に
は
数
多
の
手
続
き
が
必
要
で
す
し
、
少
し
専
門
的
に
な
る
と
専
門

用
語
の
理
解
も
必
要
で
す
。
万
葉
集
を
専
門
と
す
る
私
に
も
、
現
在
の
研
究
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
は
追
い
つ
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
に
「
万
葉
集

を
楽
し
む
」
な
ど
と
い
う
の
は
嘘
で
、
ど
こ
を
捜
し
て
も
楽
し
み
な
ど
無
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
万
葉
集
は
楽
し
み
を
捜
す
の
に
恰
好
の

古
典
と
い
え
ま
す
。
そ
の
万
葉
集
は
漢
字
の
み
の
表
記
で
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
り
ま
す
。
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治
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丶
手
折
　
吾ワ
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ク
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開サ
ケ
ル
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　「
捄
手
折
」
の
古
訓
は
藍
紙
本
・
紀
州
本
「
ウ
チ
タ
ヲ
ル
」、
広
瀬
本
「
ウ
チ
タ
オ
リ
」、
西
本
願
寺
本
「
ウ
チ
タ
ヲ
リ
」
と
訓
ま
れ
て
い

ま
す
。
契
沖
の
万
葉
代
匠
記
の
精
撰
本
で
「
ナ
カ
タ
ヲ
リ
」
と
読
む
べ
し
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
　�

捄
手
折
ハ
、
打
手
折
ト
云
意
ナ
ラ
ハ
、
今
ノ
点
ハ
誤
ニ
テ
、
官
本
ノ
如
ク
読
ヘ
キ
ヲ
、
今
按
、
字
書
ニ
依
ニ
、
捄
ニ
打
ノ
義
ナ
シ
。
韻

会
尤
韻
云
渠
尤
切
。
長
貌
。
詩
有
梂
棘
匕
。
又
渠
幽
切
。
長
也
。
又
唐
韻
、
恭
于
切
。
説
文
、
盛
土
梩
中
也
云
々
。
此
後
ノ
義
ハ
今
ノ

所
用
ニ
ア
ラ
ス
。
長
也
ト
注
セ
ル
ニ
依
テ
、
ナ
カ
タ
ヲ
リ
ト
読
ヘ
シ
。
枝
ヲ
長
ク
折
ナ
リ
。

　
し
か
し
、
契
沖
の
訓
は
採
用
さ
れ
ず
、
近
代
の
万
葉
集
の
訓
は
新
訓
・
定
本
・
新
校
な
ど
は
「
う
ち
手
折
り
」
と
読
ま
れ
、
古
典
大
系
本
・

古
典
全
集
本
・
万
葉
集
釈
注
な
ど
は
「
ふ
さ
手
折
り
」
と
読
ま
れ
、
あ
る
段
階
か
ら
「
う
ち
手
折
り
」
の
訓
が
「
ふ
さ
手
折
り
」
の
訓
へ
と

移
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。
一
方
、「
捄
手
折
」
の
仮
名
表
記
と
思
わ
れ
る
例
に
「
布
左
多
乎
里
家
流
」（
巻
十
七
・
三
九
四
三
）
が

万
葉
集
を
楽
し
む

辰
巳
正
明
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あ
り
、
訓
は
「
フ
サ
タ
ヲ
リ
ケ
ル
」
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
齋
藤
茂
吉
は
『
柿
本
人
麻
呂
　
評
釈
篇
下
』
で
山
田
孝
雄
の
教
え
を
受
け
爾
雅

釈
木
の
「
莍
」
は
フ
サ
ハ
シ
カ
ミ
の
こ
と
な
の
で
「
フ
サ
タ
ヲ
ル
」
と
訓
み
、「
フ
サ
」
は
ニ
ギ
ル
意
か
と
し
ま
す
。
さ
ら
に
全
註
釈
は
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
　�

捄
手
折
　
フ
サ
タ
ヲ
リ
。
従
来
ウ
チ
タ
ヲ
リ
と
、
読
ま
れ
て
い
た
が
、
捄
は
、
新
撰
字
鏡
に
「
挙
隅
友
（
反
カ
）、
盛
土
也
、
法
也
、

累
也
、
採
也
」
と
あ
つ
て
、
ウ
チ
と
読
む
べ
き
根
拠
が
な
い
。
よ
つ
て
竹
岡
正
夫
氏
、
真
鍋
次
郎
氏
の
説
（
万
葉
）
に
、
捄
は
手
首
の

義
、
正
倉
院
文
書
に
、
手
捄
と
あ
る
は
、
タ
フ
サ
に
あ
て
て
あ
る
と
し
て
、
捄
を
フ
サ
と
読
む
べ
し
と
す
る
。
今
、
こ
れ
に
よ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
以
後
「
捄
手
折
」
の
読
み
は
「
う
ち
手
折
り
」
か
ら
「
ふ
さ
手
折
り
」
の
訓
へ
と
移
り
、
今
日
の
諸
注
釈
の
通
説
と
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
た
だ
、
こ
れ
を
「
フ
サ
」
と
読
ん
で
も
「
捄
」
の
漢
字
の
処
理
は
ま
だ
で
す
。
こ
の
「
捄
」
は
「
梂
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
梂
」
は
説
文
通
訓
定
声
に
「
亦
為
莍
。
爾
雅
釈
木
、
椒
椴
醜
、
李
注
椒
茱
萸
、
皆
有
梂
。
梂
実
也
」
と
あ
り
、「
梂
」
の
字
は
「
莍
」
の

字
に
同
じ
で
、
木
の
実
の
こ
と
。「
茱
萸
」
は
爾
雅
釈
木
の
「
椒
椴
醜
莍
」
に
「
茱
萸
子
、
聚
生
房
貌
。
今
江
東
亦
呼
莍
。
莍
椴
似
茱
萸
而
小
。

赤
色
」
と
あ
り
、「
聚
生
房
貌
」
で
す
。
芸
文
類
聚
の
木
部
の
櫟
に
も
「
爾
雅
曰
。
其
実
梂
椒
之
属
。
其
子
房
生
為
梂
」
と
あ
り
、
字
彙
に

も
「
櫟
木
盛
実
之
房
」
と
あ
り
、
爾
雅
注
疏
に
「
盛
実
之
房
也
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
梂
」
字
は
「
莍
」
字
と
同
じ
く
茱
萸
子

な
ど
の
木
の
実
が
房
状
に
な
っ
て
い
る
様
を
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
以
上
か
ら
「
捄
」
は
「
梂
」
の
誤
字
で
木
の
実
の
房
が
原
義
で
あ
る

と
理
解
で
き
ま
す
。
写
本
で
は
「
扌
」
と
「
木
」
と
の
混
同
が
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
漢
字
の
理
解
に
よ
っ
て
歌
の
意
味
が
歴
史
の
中
で
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

　
私
の
「
万
葉
集
を
楽
し
む
」
と
は
、
万
葉
集
を
い
か
に
楽
し
む
か
を
捜
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
楽
し
み
は
向
こ
う
か
ら
来
る
の
で
は
な
く
、

探
し
に
行
く
も
の
だ
か
ら
で
す
。

（
日
本
上
代
文
学
）


